
各
グ
ル
ー
プ
が
把
握
し
て

い
る
放
射
能
汚
染
の
測
定
結

果
を
出
し
合
い
ま
し
た
。

盛
岡
の
グ
ル
ー
プ
は
、

「
測
定
器
を
購
入
し
、
県
内

か
ら
約
一
七
〇
〇
体
の
検

体
を
委
託
さ
れ
測
定
し
た
。

特
定
箇
所
の
土
壌
や
ゼ
ン

マ
イ
、
コ
シ
ア
ブ
ラ
な
ど
の

山
菜
に
セ
シ
ウ
ム
１
３
４
・

１
３
７
が
七
六
ベ
ク
レ
ル
～

二
八
〇
ベ
ク
レ
ル
／
ｋ
ｇ
、
薪

ス
ト
ー
ブ
の
残
り
灰
か
ら

は
一
四
三
〇
ベ
ク
レ
ル
／
ｋ

ｇ
な
ど
の
測
定
結
果
が
出

た
。
今
後
も
充
分
警
戒
す
る

べ
き
」
と
の
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。

県
南
を
中
心
に
活
動
し

て
い
る
グ
ル
ー
プ
か
ら
「
岩

手
県
内
三
一
六
箇
所
の
土

壌
を
集
め
集
計
し
た
。
岩
手

県
南
で
警
戒
す
べ
き
測
定

値
が
あ
り
、
対
策
が
必
要
で

あ
る
」
と
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

一
戸
町
の
発
表
者
か
ら

は
、
「
三
・
一
一
事
故
に
よ

る
汚
染
牧
草
が
か
な
り
集

積
さ
れ
て
お
り
取
り
扱
い

に
困
っ
て
い
る
。
牧
畜
農
家

は
、
仔
ウ
シ
が
売
れ
ず
廃
牛

の
た
め
に
莫
大
な
損
害
を

受
け
た
。
東
電
が
一
方
的
な

加
害
者
で
あ
る
の
に
、
損
害

賠
償
の
折
衝
は
被
害
を
受

け
た
地
区
の
各
農
家
が
困

難
な
交
渉
を
続
け
て
い
る
。

該
当
農
家
だ
け
で
な
く
町

全
体
で
の
支
援
が
広
が
っ

て
ほ
し
い
。
置
き
場
に
困
る

汚
染
牧
草
は
黙
っ
て
い
れ

ば
燃
や
さ
れ
て
し
ま
う
情

況
に
あ
る
」
と
語
り
ま
し
た
。

矢
巾
町
の
グ
ル
ー
プ
か

ら
は
「
震
災
以
降
、
町
役
場

当
局
と
掛
け
合
っ
て
、
食
品

な
ど
を
測
る
Ｎ
ａ
ｌ
放
射

線
測
定
器
を
三
台
設
備
し

て
戴
い
た
。
原
発
事
故
に
よ

り
シ
イ
タ
ケ
の
ホ
ダ
木
が

約
五
〇
～
六
〇
ベ
ク
レ
ル
／

ｋ
ｇ
な
ど
と
汚
染
さ
れ
、
あ

る
地
区
に
山
積
み
さ
れ
て

い
る
。
町
当
局
は
こ
の
ホ
ダ

木
を
一
般
焼
却
炉
で
燃
や

そ
う
と
し
、
そ
の
該
当
地
区

の
住
民
だ
け
に
説
明
会
を

開
催
し
た
。
私
達
は
燃
や
す

こ
と
は
灰
や
排
出
ガ
ス
を

通
じ
て
環
境
に
放
射
能
を

撒
き
散
ら
す
と
し
て
反
対

し
、
と
り
あ
え
ず
廃
校
の
中

学
校
の
体
育
館
へ
の
貯
蔵

を
提
案
し
た
。
し
か
し
、
当

局
は
予
算
が
付
い
た
か
ら

と
し
て
方
針
を
変
え
よ
う

と
し
な
い
」
と
訴
え
ま
し
た
。

沿
岸
部
に
住
む
発
表
者

は
「
椎
茸
栽
培
を
し
て
来
た

が
放
射
能
被
害
を
受
け
た
。

農
協
を
通
じ
て
被
害
の
補

償
を
要
求
し
た
が
、
今
年
に

入
り
、『
五
年
分
の
補
償
額
』

が
査
定
さ
れ
、
補
償
金
が
出

た
。
加
害
者
の
東
電
が
支
払

っ
た
も
の
と
解
釈
し
少
し

は
溜
飲
が
お
り
た
。
し
か
し

岩
手
県
が
肩
代
わ
り
し
た

も
の
で
、
岩
手
県
は
東
電
に

請
求
し
て
い
る
と
の
こ
と
。

こ
れ
で
は
負
担
が
、
一
般
県

民
の
税
金
に
す
り
替
え
ら

れ
る
。
ま
た
、
わ
が
家
の
椎
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十
一
月
二
四
日
、
盛
岡
市
内
で
、
放
射
能
問
題
に
取
り
組
ん
で
い

る
岩
手
県
内
の
市
民
グ
ル
ー
プ
の
有
志
二
〇
余
人
が
集
会
を
持
ち
、

第
三
回
放
射
能
問
題
市
民
交
流
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

発
表
レ
ポ
ー
ト
は
、
福
島
原
発
事
故
由
来
の
放
射
性
物
質
に
よ
る

被
害
状
況
や
放
射
性
物
質
か
ら
健
康
を
守
る
運
動
、
行
政
へ
の
要
請

行
動
、
放
射
性
物
質
の
環
境
汚
染
防
止
の
法
律
体
系
の
整
備
に
関
わ

る
行
動
、
有
機
農
業
実
践
や
遺
伝
子
組
み
換
え
食
品
問
題
、
さ
ら
に

は
、
市
民
運
動
の
ミ
ニ
コ
ミ
作
り
な
ど
多
岐
に
亘
る
内
容
で
し
た
。

そ
の
う
ち
か
ら
、
「
放
射
能
汚
染
の
牧
草
や
ホ
ダ
木
の
一
般
焼
却
炉

で
の
焼
却
問
題
」
「
福
島
原
発
沖
合
の
水
産
物
の
調
査
結
果
」
「
『
国

際
リ
ニ
ア
コ
ラ
イ
ダ
ー
）
』
へ
の
疑
念
」
の
三
点
に
つ
い
て
報
告
し

ま
す
。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
取
材
・
文
責

尚
）



茸
で
、
基
準
の
百
ベ
ク
レ
ル

／
ｋ
ｇ
に
な
っ
た
も
の
を

町
役
場
の
人
が
や
っ
て
き

て
ト
ラ
ッ
ク
に
積
ん
で
持

っ
て
行
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ

の
椎
茸
は
燃
や
さ
れ
た
か

も
。
私
は
補
償
を
も
ら
っ
て

も
、
放
射
能
汚
染
し
た
椎
茸

も
ホ
ダ
木
も
焼
却
に
は
反

対
だ
」
と
述
べ
ま
し
た
。

一
関
の
参
加
者
か
ら
「
東

電
と
直
接
交
渉
し
、
ホ
ダ
木

を
測
ら
せ
た
。
一
回
目
セ
シ

ウ
ム
１
３
４
・
１
３
７
が
一
八

〇
ベ
ク
レ
ル
／
ｋ
ｇ
、
二
回
目

一
四
〇
ベ
ク
レ
ル
／
ｋ
ｇ
と

出
た
。
や
っ
と
の
事
で
東
電

に
損
害
を
認
め
さ
せ
補
償

金
を
出
さ
せ
た
」
と
い
う
事

例
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

盛
岡
市
の
グ
ル
ー
プ
か

ら
「
市
議
会
に
学
校
幼
稚
園

な
ど
の
除
染
基
準
値
の
引

き
下
げ
を
請
願
し
た
。
除
染

基
準
値
を
０
・
１
９
μ
Ｓ
ｖ

／
ｈ

ま
で
引
き
下
げ
る
こ

と
に
つ
い
て
採
択
し
た
」
と

い
う
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

平
泉
や
金
ヶ
崎
の
グ
ル

ー
プ
か
ら
「
三
つ
の
請
願
を

県
議
会
に
提
出
し
た
。
特
に

も
『
子
ど
も
の
健
康
調
査
継

続
に
つ
い
て
』
ぜ
ひ
採
択
さ

せ
た
い
」
と
い
う
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。

「
岩
手
の
会
」
永
田
文
夫
さ
ん

が
昨
年
度
の
「
海
洋
調
査
報
告

書
」
を
も
と
に
放
射
性
セ
シ
ウ

ム
の
測
定
値
を
報
告
し
ま
し
た
。

【
岩
手
県
沖
】
今
年
一
月
か

ら
九
月
に
か
け
て
マ
ダ
ラ
の

約
八
割
か
ら
二
～
五
〇
ベ
ク

レ
ル
／
ｋ
ｇ
検
出
、
ヒ
ラ
メ

は
約
五
割
か
ら
七
～
一
二
ベ

ク
レ
ル
／
ｋ
ｇ
、
そ
の
他
は

一
Ｂ
ｑ
／
ｋ
ｇ
以
下
か
、
不

検
出
。

【
宮
城
県
沖
】
出
荷
制
限
が

ス
ズ
キ
、
ク
ロ
ダ
イ
。
金
華

山
以
南
の
出
荷
制
限
が
ヒ
ガ

ン
フ
グ
。
マ
ダ
ラ
は
本
年
一

月
に
、
ヒ
ラ
メ
は
八
月
に
出

荷
制
限
解
除
。

【
福
島
県
沖
】
福
島
第
一
原

発
の
半
径
二
〇
㌔
は
操
業
禁

止
と
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
禁
止
海
域
の
外
側
で

試
験
操
業
が
な
さ
れ
た
。
昨

年
六
月
か
ら
水
深
一
五
〇
㍍

以
深
の
タ
コ
、
イ
カ
、
カ
レ

イ
な
ど
一
八
種
が
試
験
操
業

さ
れ
た
。
三
・
一
一
以
降
の

コ
ウ
ナ
ゴ
、
シ
ラ
ス
の
測
定

が
時
系
列
で
公
開
さ
れ
て
い

る
が
、
今
年
度
に
入
っ
て
か

ら
は
不
検
出
と
な
っ
て
お
り
、

こ
の
結
果
か
ら
と
思
わ
れ
る

が
、
本
年
九
月
に
水
深
約
五

〇
㍍
以
浅
が
試
験
操
業
と
さ

れ
た
。
し
か
し
汚
染
水
タ
ン

ク
か
ら
の
液
漏
れ
が
あ
り
、

常
時
海
水
へ
ス
ト
ロ
ン
チ
ウ

ム
も
放
出
さ
れ
て
い
る
。
今

は
魚
の
ス
ト
ロ
ン
チ
ウ
ム
濃

度
が
公
表
さ
れ
な
い
う
ち
は

摂
取
を
控
え
た
方
が
よ
い
。

【
茨
城
県
沖
】
出
荷
制
限
さ

れ
て
い
る
の
は
シ
ロ
メ
バ
ル
、

ス
ズ
キ
、
ニ
ベ
、
コ
モ
ン
カ

ス
ベ
、
マ
ダ
ラ
。
県
北
で
制

限
は
ヒ
ラ
メ
、
イ
シ
ガ
レ
イ
。

気
が
か
り
な
こ
と

◆
仙
台
湾
の
阿
武
隈
川
河

口
沖
合
約
三
㌔
で
海
底
土

か
ら
セ
シ
ウ
ム
１
３
７
が
五

〇
七
四
Ｂ
ｑ
／
ｋ
ｇ
と
い

う
異
常
値
が
出
て
い
る
。
阿

武
隈
山
地
の
森
林
の
水
を

集
め
て
流
れ
て
く
る
阿
武

隈
川
は
放
射
性
物
質
を
海

に
運
ん
で
い
る
。
海
底
土
か

ら
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
、
海
藻
、

小
魚
、
そ
し
て
人
間
へ
。
食

物
連
鎖
に
よ
っ
て
放
射
性

物
質
は
濃
縮
さ
れ
る
。

◆
何
よ
り
も
事
故
炉
の
冷

却
汚
染
水
か
ら
高
濃
度
ス

ト
ロ
ン
チ
ウ
ム
９
０
の
漏

え
い
が
報
ぜ
ら
れ
て
い
る
。

体
内
へ
入
る
と
な
か
な
か

国
際
リ
ニ
ア
コ
ラ
イ
ダ
ー

（
Ｉ
Ｌ
Ｃ
）
は
、
北
上
山
地

地
下
に
五
十
㌔
も
の
直
線
の

ト
ン
ネ
ル
を
掘
り
、
加
速
器

で
陽
電
子
と
電
子
を
衝
突
さ

せ
「
ビ
ッ
グ
バ
ン
」
を
再
現

し
宇
宙
の
成
り
立
ち
と
構
造

を
解
き
明
か
す
の
だ
と
い
い

ま
す
。
県
・
マ
ス
コ
ミ
・
関

連
自
治
体
が
そ
の
誘
致
に
熱

を
上
げ
て
い
ま
す
。

発
表
者
か
ら
、
「
『
核
の
ゴ

ミ
』
の
再
処
理
の
方
法
と
し

て
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
な
ど
長
く

放
射
能
を
出
し
続
け
る
原
子

に
中
性
子
を
衝
突
さ
せ
て
半

減
期
が
短
い
原
子
に
変
え

よ
う
と
す
る
『
核
変
換
技

術
』
と
い
う
の
が
あ
る
が
、

Ｉ
Ｌ
Ｃ
と
共
通
す
る
部
分

が
あ
り
、
警
戒
が
必
要
だ
」

と
い
う
問
題
提
起
が
あ
り

排
出

せ
ず
骨
ガ
ン
や
白

血
病
の
原
因
と
な
る
。
民
間

で
の
測
定
は
難
し
く
、
公
的

な
測
定
で
数
値
が
下
が
る

ま
で
警
戒
が
必
要
。

◆
福
島
原
発
汚
染
水
は
、
安

倍
晋
三
首
相
が
「
管
理
さ
れ

て
い
る
」
と
発
言
し
た
が
、

外
海
で
も
放
射
性
セ
シ
ウ

ム
が
高
濃
度
で
測
定
さ
れ

る
な
ど
、
い
ま
だ
に
原
発
港

湾
内
か
ら
外
海
へ
漏
れ
出

し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

ま
し
た
。
そ
し
て
ア
メ
リ
カ

の
Ｉ
Ｅ
Ｅ
Ｒ
と
い
う
研
究

機
関
の
『
廃
棄
物
の
核
変

換
：
核
の
錬
金
術
と
い
う
ギ

ャ
ン
ブ
ル
』
と
い
う
論
文
を

紹
介
し
ま
し
た
。
論
文
で
は

「
莫
大
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

使
い
大
量
の
中
性
子
を
捕

獲
す
る
時
長
寿
命
放
射
性

核
種
の
生
成
も
誘
起
す
る
。

そ
の
照
射
に
お
い
て
も
目

的
の
放
射
性
物
質
を
群
分

離
す
る
技
術
は
難
し
い
。
生

ま
れ
る
原
子
も
次
々
に
変

換
し
更
な
る
危
険
な
放
射

性
物
質
に
変
わ
る
恐
れ
（
大

き
な
リ
ス
ク
）
が
あ
る
。
従

っ
て
予
測
出
来
な
い
高
価

な
方
式
で
あ
る
」
と
論
述
し

「
こ
の
方
法
は
健
全
な
科

学
技
術
的
基
盤
が
な
い
以

上
廃
棄
物
管
理
技
術
と
し

て
は
放
逐
す
べ
だ
」
と
勧
告

し
て
い
ま
す
。

意
見
交
換
で
は
、
「
地
下

ト
ン
ネ
ル
が
さ
ら
に
掘
ら

れ
巨
大
な
高
レ
ベ
ル
放
射

性
廃
棄
物
埋
設
場
に
す
り

替
え
ら
れ
な
い
か
？
」
「
当

初
計
画
で
約
八
千
億
円
。
そ

の
お
金
が
岩
手
の
地
域
経

済
振
興
に
つ
な
が
る
か
？

お
金
は
大
震
災
復
興
に
使

わ
れ
る
べ
き
だ
」
「
本
年
五

月
に
茨
城
県
原
子
力
研
究

所
加
速
器
実
験
区
域
（
Ｊ

―
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｃ
）
で
実
験
中
に

放
射
能
漏
れ
被
ば
く
事
故

が
あ
っ
た
。
も
っ
と
本
質
的

議
論
が
必
要
で
あ
る
」
な
ど

が
出
さ
れ
ま
し
た
。

岩手県沖

宮城県沖

福島県沖

茨城県沖

（独）水産総合センター

『平成二四年度放射性物質
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